



















































































































































































































































































































とても貢献している( 見込まれる) わずかに貢献している( 見込まれる) どちらともいえない ほとんど貢献していない( 見込めない) 全く貢献していない( 見込めない) 
５．人材の採用状況 
（１）５割弱の企業が大学等の理系卒業生の採用あり。 
























































































図表 0-12 山形大学の産学連携への強化・改善要望事項（複数回答） 
 
山形大学に対して強化・改善して
ほしい項目として多いものは、「製品
化に直結する研究開発」が最も多か
った。次いで、「技術相談」、「研究装
置・設備の利用促進」の順であった
（図表 0-12）。 
 
 
 
(注)得点：１位回答☓３点+２位回答☓２点+３位回答☓１点 
 
７．本調査研究の示唆 
山形県での産学連携は、研究開発より、技術相談での連携が盛んであった。このことは、
大学・高専が地元企業に対し細やかな対応を行っていると同時に、大学・高専と企業との
関係が研究開発の段階までには至っていないということを意味する。その要因としては、
事業者が量産型の分工場であったり、地元企業が小規模下請け企業などであるため研究開
発意欲が低いことが考えられる。そこで地元企業が産学連携により研究開発を行うように
するためには、大学・高専の技術シーズの紹介や関係の構築を図ることに加えて、自治体
などと協力し合うなどして、地元企業に対し、研究開発へのモチベーションを付与したり、
経営体力の向上を図る必要があると言える。 
付け加えて、山形大学との産学連携では、庄内地方での連携が弱い状況が見受けられた。
鶴岡市には山形大学農学部があるが、製造業のおもな産学連携先となる工学部は米沢市に
あり、距離的にも離れているためであると考えられる。産学連携の地域的な偏り状況を改
善するためにも、庄内地方に山形大学工学部の分室の設置、もしくは鶴岡高専との連携を
図って地元企業へ支援を図っていくことが検討できる。 
 
